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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年４月６日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたの

でお知らせいたします。 

 

記 

 

 

●●●●    業績予想業績予想業績予想業績予想のののの修正修正修正修正についてについてについてについて    

平成 23 年２月期通期連結業績予想の修正（平成 22 年２月 21 日～平成 23 年２月 20 日） 

                                      売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益 

 

前回予想（Ａ） 

百万円 

４８,２００ 

百万円 

３６０ 

百万円 

２２０ 

百万円 

１４０ 

円  銭 

１３ ０１ 

今回修正（Ｂ） ４７,１５７ ３６９ １７７ １３０ １２ １２ 

増減額（Ｂ－Ａ） △１,０４２ ９   △４２   △９    

増 減 率(％) △２.２ ２.７ △１９.３ △６.８  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

(平成 22 年２月期) 
４９,２４０ ２２ △８０ △１１６ △１０ ８５ 

 

平成 23 年２月期通期個別業績予想の修正（平成 22 年２月 21 日～平成 23 年２月 20 日） 

                                      売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益 

 

前回予想（Ａ） 

百万円 

３７,０００ 

百万円 

２３０ 

百万円 

１３０ 

百万円 

７０ 

円  銭 

６ ５１ 

今回修正（Ｂ） ３５,８６８ ２９８ １３９ ９４ ８ ８０ 

増減額（Ｂ－Ａ） △１,１３１ ６８   ９   ２４    

増 減 率(％) △３.１ ２９.７ ７.０ ３５.３  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

(平成 22 年２月期) 
３７,３３４ △１２１ △１８５ △２１９ △２０ ４０ 

 



修正の理由 

平成 23 年２月期の通期の個別業績の売上高につきましては、第４四半期に入り、降雪・寒波の予報を

もとに本部導入による数量および納品ルートの確保、年末年始の欠品防止策、売れ筋商品の数量確保す

る発注ミーティングと売場づくりを徹底し、除雪用品・暖房用品などの拡販が好調に推移いたしました

が、春先の園芸・生花などの春物商材の出足が遅れたことなどにより３５８億６８百万円と計画を下回

る見込みであります。また、個別の営業利益は、荒利益率の改善、商品在庫の圧縮と在庫内容の変革、

更に徹底した経費の削減により２億９８百万円(前年同期比４億１９百万円の改善)、経常利益は１億３

９百万円(前年同期比３億２４百万円の改善)、当期純利益は９４百万円(前年同期比３億１４百万円改

善)と計画を上回る見込みであります。 

通期連結業績の売上高は、個別同様に４７１億５７百万円と計画を下回る予定ですが、一方で、営業

利益は３億６９百万円と計画を上回る見込みであります。経常利益・当期純利益は、シンジケートロー

ン手数料の一括計上などにより１億７７百万円、１億３０百万円と計画を下回る見込みであります。 

  

 

（東北地方太平洋沖地震による被害の発生） 

平成 23 年３月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震により、当社グループの一部店舗が損壊する被害

を受けました。被害を受けた資産の主なものは、建物及び構築物、工具器具備品及び商品等のたな卸資産

であり、損害額については現在調査中です。 

 なお、当該地震による被害が翌事業年度の財政状態、経営成績に及ぼす影響については現時点では合理

的に算定することは困難でありますが、固定資産除却損及び復旧等に係る原状回復費等の発生が見込まれ

ます。 

 

  (注) 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実

際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以   上 


